
温海地区の被災状況（鶴岡市）

鶴岡地区の被災状況（鶴岡市） 一次調査の状況（鶴岡市）

吸引用設備据え付け状況（館山市）

　 6月18日に山形県沖を震源とするマグニチュード
6.₇の地震が発生し、鶴岡市では震度 6弱を観測しま
した。同市内ではマンホール周辺等で路面変状が発
生しました。
　管路協では、鶴岡市の要請を受け、東北支部山形
県部会が一次調査を行いました（詳細は61P）。

　 9月 9日にかけて関東地方を襲った台風15号
では、千葉県内で広域的に停電が発生し、下水
道施設への電源供給の対応が行われました。
　管路協では、館山市の要請を受け、関東支部
千葉県部会が11日に鏡ケ浦クリーンセンター
で、吸引用設備の据え付けを行いました。また
芝山町からも18日に要請を受け発電機の据え付
けを行いました。

管路協による復旧支援状況
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　令和元年度も災害の多い年となりました。管路協
では、 6 月の山形県沖地震、 9 月の台風15号（令和
元年房総半島台風）、10月の台風19号（令和元年東日
本台風）の 3 つの災害で復旧支援に出動しました。
山形県沖地震では山形県鶴岡市に、台風15号では千
葉県館山市と芝山町に、台風19号では長野県、長野
市、小布施町、埼玉県毛呂山・越生・鳩山公共下水
道組合、福島県郡山市、宮城県に出動し、合わせて

6 県の 9 自治体で復旧支援活動に従事しました。
　支援対象自治体数は平成23年 3 月の東日本大震災
の29より少ないが、該当県の数は東日本大震災の 4
を上回っており、広域的であったことがうかがえま
す。また、業務内容は、被害調査、汚水輸送に加え
て発電機輸送を初めて実施し、多様化しています。
以下、令和元年度の災害復旧支援活動の概要を報告
します。

　

1．山形県沖地震での復旧支援活動

　山形県鶴岡市からの要請で行った復旧支援活動の
内容は、被災した管路の一次調査であり、その概要
は下表のとおりです。
　対策本部は、東北環境開発に設置されました。

　前線基地責任者は、東北環境開発の丹治正彦氏が
務めました。
　出動したのは、東北支部山形県部会の下記 3 会員
です。
　：東北環境開発、庄内環境衛生事業、理水
　鶴岡市との契約金額は2,707,743円（税込み）です。

自治体名 要請日 業務 現地作業期間 会員数 実施量
鶴岡市 R1年 6 月19日 一次調査 6 月20日～28日 3 944基

　

2．台風15号での復旧支援活動

　千葉県館山市と芝山町からの要請で行った復旧支
援活動の内容は、停電で停止した施設を稼働させる
ための発電機の輸送で、その概要は下表のとおりで
す。
　対策本部は、昇和産業に設置されました。

　前線基地責任者は、昇和産業の窪昇一氏が務めま
した。
　出動したのは、関東支部千葉県部会の昇和産業で
す。
　 2 市町との契約金額は合計で　621,000円（税込
み）です。

自治体名 要請日 業務 使用期間 会員数 実施量
館山市 R1年 9 月10日 発電機輸送 9 月11日～18日 1 可搬型発電機 1 台
芝山町 R1年 9 月17日 発電機輸送 9 月18日～25日 1 可搬型発電機 1 台

　

災害復旧支援

令和元年度の
災害復旧支援活動報告
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